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あとがき
　⽇本透析医学会による慢性腎臓病に伴う⾻ミネ
ラル代謝異常（CKD‒MBD）の診療ガイドラインが
2012年に発表されてから10年以上が経過しました。
このガイドラインは，腎性貧血の診療ガイドライン
とともに，透析医療の重要なテーマと認識されてい
ます。改定委員会から案が出され，パブリックコメ
ントも提出されました。今回の特集は，これらの流
れを考慮して，ガイドラインの発表前に，その要点
を取り入れた特集となっています。執筆された先生
方のご苦労が反映されています。
　⽇本透析医学会の統計調査データによる観察研
究の結果をベースに，血液透析患者における血清リ
ン値およびカルシウム値の管理について提案があ
りました。血清リン濃度の下限は 3.5 mg/dL のま
ま，上限は 6.0 mg/dL より少し厳しく管理すること
が望ましいとされています。血清カルシウム濃度も
下限は現状の 8.4 mg/dL は必要であるが，上限は
10.0 mg/dL のままでよいか，議論されています。わ
が国の iPTH の管理⽬標値は 60 〜 240 pg/mL で，
海外と⽐較して厳格な設定となっています。この⽬
標値は生命予後との関係で設定されましたが，⾻折
リスクの⾯からも議論が必要です。
　また，2012 年に診療ガイドラインが発表されてか
ら，多くのリン吸着薬が登場し，実臨床で使⽤され
ています。最近では，新しいリン低下薬も上市さ
れ，使い分けが複雑化しそうです。
　無機リン酸の調節機構，腸管におけるリン吸収と
腸内細菌の関係，リン代謝の調節因子であるFGF23
と PTH およびビタミン D の関与，血管石灰化や慢
性炎症と CPP の関係，血清リン，カルシウムおよび
PTH の⽬標を規定する要因，血清マグネシウム値
の評価，保存期 CKD・血液透析・腹膜透析・小児
CKD および腎移植患者における管理⽬標，新しい
リン低下薬のテナパノルを含めたリン低下薬の効
果的な使い方，デノスマブ・ロモソズマブ・テリパ
ラチドに関する新しい知見など，豊富な知識が盛り
込まれています。⽇常診療の一助になれば幸いです。
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